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≡-:= 華 吾 等 慕 忘 車 車 三 二 ≡

水脈まもともと熱帯の原弗で､拍 'E'Ln雛fむ作物とされ

てvlますが､日本各地の単純商標当りの収真をみると､

沖縄､九州のような暖地よりも気温の比敏的故V,地域で

収晃が高くなってV,ます｡例えば､米作E7本一の成鰭を

みても九州､阿国のような暖地よりも東北､北陸のノブが

成績が良く､昭和34年度の日本一･T'Llは秋田県の日本海に

面した南秋田郡琴浜村からuJ,てV,ます｡しかも日本Ji7

規定の内規によって賞外記録にな ったが､7石iTを突被

したのが秋田県から2､長野県から]点LL'.てV,ますっ

また､沖純でも比硬的穴温の低V,時期にEE育する第1一

期作よりも高温の時期に生育期の大半を過ごす第2期作

は､允風被円のなV,平年に患V,ても収監が械少してV,蕊

す｡

このように熱冊 卜の稲も相 思ではむしろ減収になって

V'ますが､その用由としては次の点があげられます｡

(1) 熱鰐原産の稲も永年の間に品種の改良がおこな

われて､比捌 勺低温の地域でも栽培可能な適品博が育成

されてきたこと｡

(2) 暖地では有機物の分解消耗が著しくなり､土地

の利用率も一般に高いために地力の減退が早V,ことり

(3) 高温では柿の生育上V,ろいろと障害のおこるこ

となどがあげられますが､ こ こでは高温特に高水温の影

智につV,て=yJ-えてみましょうo

A 稲 の生理 面 へ の影響

稲の重職乍用からみて高温は必ずしも有利にのみは働

かなV､ もつと具体的に云えば､日中は高温でも良V,那

夜間の温度が高vlことは稲の生理上不利ですO今生確両

への影響の主なる点を述べると次の通 りですO

(1) 根の働きが低下する｡

水温が高くなると､土壌は還元状態になり､根の呼吸

作用がおとろえて水分や無機成分の吸収が減少しますが

(7 )

これには品種間の;lJ.r･l7')ミあって寒地の早年_品種に比べて命

中65号は高水温での輔 巨の低下が少ないようです｡

(2) 呼吸による消耗が著 し<なるb

同化作用は光が I一分にあると 25つC附近で最も盛んに

なり､32-33つCまではそれほどfEE下しないが､35oC以

上になると著 しくこおとろえてきます｡しかし呼吸作用は

むしろ温度の高V,ほど盛んになるので､見掛けの同化作

捕 (i'‡の同化一呼吸)は族少します｡いV,かえると､温

度が高いと同化作用は増 加しなV,が､他プチ呼吸作用は盛

んになるので､芹引きの乾物年産最は高温ほどかえって

織少します｡

更に夜間は呼吸作用だけが行なわれるために､夜温が

高V'とそれだけ呼吸による消耗が著 しくな って不利にな

ります｡

(3) 植物の昼寝の現象がみられる｡

植物は太陽光線を受けると､葉緑素を含んだ部分で同

化作用をV,となみ､根から吸収された水と空気中の尿酸

ガスによって炭水化物を解 りますが､同化作用は日射の

弱い朝夕は弱 く､日射の強V,日中には盛んなのが普通で

す｡然し､日中の同化作用の強さは必ず しも光の強さに

比例しないで､光がある程度以上強 くなると､同化はそ

れ以上増えなV,で一定になるか､あるVlは却 って低下す

る場合もあります｡これを同化作用の日中低下､または

牌物の昼寝と呼んでいます｡これは同化作用が光だけで

なく他の要関によって大きく左もされてV,ることを意味

します｡

以上のように夜涼の高いことは､むし暑V,頁の夜に我

々が提苦しいのと同じく､稲の生理 ヒ不利です｡

九州で調査されたのによると､気温の日数差 (1日の

最高気温と最低気温の差)が10oC 以下の地域では秋幕

的傾向がみられるとい っていますが､沖縄での日頃差は

平年で6-C 内外であるため夜間の水温を.LIJ,来るだけ下

げるT.美が必要ですo



B 稲 の生 育 に及 ぼす 影響

夜間の水温が高V,と稲の生育上にどんな影響を与える

かにつV'て､台中65号を用V,て実験したが､その主な点

を述べると次の通 りです｡

(1) 分げっ数､穂数が減少 し､有効茎歩合が低下

する｡

分げっ数の増加には水温の日載差が大きく影響します

即ち､日中の水温が高く､夜間の水温の低V,方が有利で

すo穂数は日載差も影響するが､夜間の水温が一層重要

な意益をもち､夜間の高水温は穂数の確保上不iJrJになり

したが って有効茎歩合が低下します｡

(2) 分げっの出る節位が上昇する｡

夜間の水温が高過ぎると植え傷みが著しくなり､下位

分げっが出なくなり分げっ節位が上昇しますoしたが っ

て生産上有利な下位分げっを利用することが出来なくな

りますO これは第2期作で棟数の減少する一閃とも考え

られます｡

(3) 有効分げっの景少菓数が増える｡

主岸の節から出て来た分げっは第3蛙頃史では主とし

て主有からの養分によって養なわれるが､第4盛期頃か

らは分げっ自らの根で吸収した養水分と､肢で同化した

養分によって独立栄養をいとなむようになりますOこの

ことは､種子から発芽した首が4斐頃にはV,乳が消費し

つ くされて離乳期になり､独立してゆ くのとよく似てV,

ます｡したが って個々の卦げっは一般に4枚以上の葉を

つけたものが有効茎となり､それ以下のものは無効分げ

っになるものと考えて差し支えありません (勿論品種そ

の他で差があります)0

ところが夜間の水温が高すぎると､完全英5枚をもっ

た卦げっでも無効になるのが多くなり､有効茎の最少英

数が増加します｡

一般に作物は地上部の生長に用V,られた頻りの養分が

地下部に移動して根の生長に用いられるといわれている

が､この場合も地上部に比べて根の生良が悪vlために独

立して生活をいとなむ時期がお くれるものと考えられま

す｡

(4) -穂粒数が減少する｡

夜間の高水温では穂の枝額の発達が悪 くてその数が少

なくなり､枝梗上につ く粒数も少なV,ために-穂当りの

宕粒数が戒少しますo従 って先に述べた穂数の減少と相

まって､1株当りの着粒数が著しく少なくなります｡

(5) ヒ歩合が高くなる｡

高水温では土壌が還元されて根の呼吸作用が悪 くなり

養水分の吸収が低下するためにとが多くなるものと考え

られます｡

C 高 水 温 対 策

(1) 水 の 管 理

第2期作では水温の高V,ことが不利になるので､天水

田など水の不自由なところではグム､溜池等､瀧:&施設

が完備しなければ水の掛け流しは不可能でしょうが､水

の豊富なところでは掛け流し瀧概によって水温を下げる

と同時に､土壌中に酸素を患 くりE,むことが大切です.

水が比硬的少なく､1日1回程度の水の入れ換えしか出

来なV,ところでは､日没後に水を入れ換えると夜中にH.TL

度の比軟的低V,水が地下部に珍透して温度を下げ､酸素

を供給するので根の生理上好都合となります｡反対に水

の入れ換えを朝にすると､日中田両で暖められた水が地

下に静透するのでその効果は少なくなりますO

な患､九州虚業試験場ではカーボンブラックなどを使

って水温の上昇を防ぐ試験が行なわれてV,るので将来は

兜剤によって水温を調節して稲を栽培することも考えら

れます｡

(2) 栽 培 時 期 の 移 卦】

現行の第2期作の田植えは8月上中旬であるが､この

時期の高水温は分げっの発生上極めて不利であり､第2

期作で穂数減少する一因もそこにあると考えられます｡

そこでこの田植えを5月下旬から6月上旬にもってくれ

は分げっ期の温度が比薮的低vlので卦げっの発生が助長

され､穂散の増加することが予想されます｡勿論そのた

めには第1糊作でも･播幡期､品挿などで再検討の必要が

あります.第2期作の栽培時期の移動につV,ては稚苗移

植とも関連して試験を進めてV,ますのでV,づれ明らかな

成績が出るものと思います｡

な.お今後の問題として､

a･年2作だ けでなく､品博の選定と開通して水稲を

年3作にするか

b･現行のように稲を2作に して､その間に他の作物

を入れて年3-5作にするか

C･水稲は最も条件の良V,時期 に1回だけ作って柊は

畑作物を入れるか

とV,う点につvlて検討すべきだと考えられますが､作付

体系の合理化を推進するためvE.は髄概施設の完備が望ま

れます｡惚概施設がととのV,､必要に応じて何時でも水

田にし､または畑状態にするV,わゆる田畑輪襖が可能に

なれば土地利用患よび単収増加の両で著しV,効果が期待

されます｡ (富 里 )7 松)
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